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校 長室 よ り

令 和 二 年 度 は 「 当 た り 前 」 に 感 謝 し よ う ！

「 ア イ コン タ ク ト」 の 小 園 敦（ お ぞ の あ つ し ）で す 。 よ ろし く お 願 いし ま す 。

仁賀 保 高 等 学校 に 在 籍 する 生 徒 の皆 さ ん 、 新入 生 の 皆 さん 、 そ し て保 護 者 の皆 様 に は 、
長 期間 に わ た り、 不 安 や ご心 配 を おか け し て いま す 。 本 来で あ れ ば 、本 日 ４ 月６ 日 （ 月 ）
に 始業 式 、 明 日７ 日 （ 火 ）に 第 ４ ４期 生 入 学 式を 迎 え る 予定 で し た 。し か し 、新 型 コ ロ ナ
ウ イル ス 対 応 によ る 秋 田 県教 育 委 員会 か ら の 指示 を 受 け 、由 利 本 荘 ・仁 賀 保 地区 に あ る 県
立 高校 で は 、 １６ 日 （ 木 ）始 業 式 、１ ７ 日 （ 金） 入 学 式 と延 期 に な りま し た 。

この よ う な 緊急 事 態 の 中で 、 私 達は 「 一 人 ひと り の 『 命』 の 尊 さ 」に つ い て再 度 確 認 す
る 機会 を 得 る こと が で き まし た 。 本校 で は 今 後も 、 こ の 揺ら ぐ こ と のな い 基 本を 踏 ま え た
対 応を 行 っ て いき ま す 。 また 、 常 に県 教 委 と 連絡 を 密 に とっ て 、 で きる だ け 迅速 に 生 徒 と
保 護者 に 情 報 を提 供 し 、 不安 や 困 り感 、 ス ト レス に な ら ない よ う に 配慮 し て いき ま す 。 ご
心 配な こ と が あり ま し た ら、 何 で も結 構 で す から 、 学 校 にご 連 絡 く ださ い 。

ウイ ル ス と いう 目 に 見 えな い 自 然界 の 存 在 が、 こ れ ま で「 当 た り 前」 と 思 って い た 日 常
生 活に 、 大 き な制 限 を も たら し ま した 。 例 え ば「 ３ 密 （ 密閉 ・ 密 集 ・密 談 ） 」と な ら な い
よ うに 、 意 識 した 行 動 を とる な ど も経 験 し て いま す 。

本校 ホ ー ム ペー ジ で は 、「 学 校 生活 に お け る新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感染 症 の 予防 対 策 に つ
い て」 で 、 感 染症 対 策 の ポイ ン ト を３ つ 、 「 感染 源 を 絶 つ」 「 感 染 経路 を 絶 つ」 「 抵 抗 力
を 高め る 」 を 示し 、 「 登 校前 に す るこ と 」 「 登校 後 に す るこ と 」 「 普段 心 が ける こ と 」 の
項 目ご と に 簡 潔に ま と め 、予 防 の 徹底 を 呼 び かけ て い ま す。 本 来 で あれ ば 、 ６日 （ 月 ） 、
７ 日（ 火 ） に 学校 で 配 付 する 予 定 でし た が 、 機会 を 逸 し てお り ま す ので 、 Ｈ Ｐで 確 認 し て
く ださ い 。

これ ま で は 、何 気 な く 生活 し て いた 日 常 で した が 、 さ まざ ま な 制 限を 経 験 して 、 皆 さ ん
は どん な 「 気 づき 」 を 得 まし た か ？
今 、こ の 瞬 間 ！「 学 校 に 行っ て 、 友達 と 会 い たい 、 ○ ○ 先生 の 授 業 を早 く 受 けた い 、 部 活
動 をお も い っ きり し た い 」な ど の 感情 や 願 望 を各 自 が 確 認し 、 今 ま で「 当 た り前 」 に で き
て いた 行 動 に 「あ り が と う」 の 感 謝を 贈 り ま しょ う 。 再 会は １ ０ 日 先に な り ます が 、 近 い
未 来に 自 分 や 隣人 、 仁 賀 保高 校 に 集う 人 々 の 笑顔 を 想 像 して 、 そ の 日を 待 っ てく だ さ い 。

ア イ コ ン タ ク ト は 、 二 年 目 「 ア イ コ ン タ ク ト ２ 」 に 発 展 ！

令和 二 年 度 は、 「 ア イ コン タ ク ツ」 と な り ます 。 二 年 目＝ ２ ｎ ｄ ステ ー ジ なの で 、 複 数
形 にし ま し た 。で も 、 複 数形 に し た意 味 は 、 他に も あ り ます 。 生 徒 、保 護 者 の皆 様 は 、 複
数 形に ど ん な 意味 が あ る と思 い ま すか ？ 是 非 ＧＴ Ｈ （ 疑 問・ 探 究 ・ 発見 ） を 使っ て 考 え て
く ださ い 。 学 校が 再 会 し たら 、 各 々の 「 納 得 解」 を 教 え てく だ さ い 。

新型 コ ロ ナ ウイ ル ス 対 応に よ っ て、 チ ャ ン スが 訪 れ ま した 。 当 分 の間 は 、 学校 で 過 ご す
時 間よ り 、 家 庭で 過 ご す 時間 が 長 くな る と 推 測さ れ ま す 。そ こ で 、 「自 学 力 の育 成 」 す な
わ ち、 自 分 で 学習 す る 姿 勢や 態 度 を定 着 さ せ 、家 庭 学 習 を頑 張 る こ とを 目 標 と定 め 、 先 生
方 に指 導 を お 願い し て い ます 。 ま ずは 、 始 業 式、 入 学 式 まで に 、 家 庭で 自 学 力育 成 に 向 け
た 決意 と 実 践 練習 を 試 し てお き ま しょ う 。

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を
活 性 化 し まし ょ う 。


